
お
知
ら
せ

木
造
住
宅
を
資
格
者
が
耐
震
診
断

　

耐
震
診
断
調
査
資
格
者
が
、
耐
震

診
断
を
実
施
し
、
地
震
に
弱
い
部
分

や
倒
壊
す
る
可
能
性
の
有
無
を
調
べ

ま
す
。耐
震
性
が
不
足
す
る
場
合
は
、

耐
震
改
修
の
補
助
制
度
が
利
用
で
き

ま
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
市
内
の

木
造
住
宅
、
先
着
20
戸
。
①
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
一
戸

建
て
の
住
宅
か
併
用
住
宅
（
住
宅
部

分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）
②

平
屋
か
２
階
建
て
③
在
来
軸
組
工
法

で
建
築

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
印
鑑
・
確
認
通
知
書

な
ど
の
図
面

申
４
月
21
日
㈪
〜
５
月
９
日
㈮
に
建

築
指
導
課
（
☎
０
２
７
―
８
９
８
―

６
７
５
２
）
へ
直
接

腕
章
を
見
た
ら
撮
影
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
広
報
ま
え
ば
し
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る
写
真
や

動
画
の
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。
紺

地
に
「
広
報
ま
え
ば
し
」
と
書
か
れ

た
腕
章
を
着
け
た
職
員
を
見
か
け
た

ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
政
発
信
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
６
４
２

エ
フ
エ
ム
群
馬
で
情
報
発
信

　

イ
ベ
ン
ト
・
観
光
情
報
を
中
心
と

し
た
市
政
情
報
を
、
エ
フ
エ
ム
群
馬

（
86
・
３
㍋
㌹
）
で
放
送
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
〜
７
月
、
９
月
〜
11
月

の
金
曜
、
午
前
９
時
53
分
か
ら
４
分
間

番
組
名
＝
ラ
ジ
オ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
い
き
い
き
前
橋

問
市
政
発
信
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
６
４
２

赤
城
山
自
然
体
験
事
業
に
補
助

　

赤
城
山
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
の

た
め
の
、
自
然
体
験
事
業
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
本
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
事
業
＝
赤
城
山
で
実
施
さ
れ
る

自
然
体
験
ツ
ア
ー
（
登
山
、
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
、
星
空
観
察
は
除
く
）

補
助
金
額
＝
10
万
円
（
下
限
額
３
万

円
）

申
５
月
30
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
郵

送
（
一
般
・
簡
易
書
留
）
か
直
接
。

所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
〒
３
７
１

―
０
０
２
３
本
町
二
丁
目
12
―
１
・

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
観
光
課
（
☎

０
２
７
―
２
１
０
―
２
１
８
９
）
へ

催　
　

し

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
０
２
７
―
２
３
０
―
９
０
９
４

□
名
作
映
画
劇
場

日
時
＝
５
月
12
日
㈪
午
後
２
時

内
容
＝
「
サ
ン
セ
ッ
ト
大
通
り
」（
ビ

リ
ー
・
ワ
イ
ル
ダ
ー
監
督
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

申
当
日
同
館
へ
直
接

対
象
＝
一
般
、
先
着
50
組
（
１
組
２

人
以
上
）

費
用
＝
１
人
６
０
０
円　
　
　

申
５
月
８
日
㈭
ま
で
に
前
橋
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
☎
０
２
７
―
２

３
５
―
２
２
１
１
へ

赤
城
山
の
自
然
を
満
喫
し
よ
う

□
赤
城
少
年
自
然
の
家

●
レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ
イ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｉ
・
Ｇ

Ｗ
キ
ャ
ン
プ

期
日
＝
５
月
４
日
㈰
〜
６
日
㈫
（
２

泊
３
日
）

対
象
＝
小
３
〜
中
３
、
先
着
24
人

内
容
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
ナ
イ

ト
ハ
イ
ク
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ツ
リ

ー
イ
ン
グ
な
ど

費
用
＝
１
万
８
０
０
円

●
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
体
験

期
日
＝
５
月
13
日
㈫

対
象
＝
一
般
、
先
着
12
人

費
用
＝
１
，
６
２
０
円

申
以
上
の
２
つ
は
同
館
☎
０
２
７
―

２
８
７
―
８
２
２
７
へ

□
お
お
さ
る
山
乃
家

●
お
お
さ
る
自
然
塾「
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
」

期
日
＝
①
５
月
３
日
㈯
〜
５
日
㈪
（
２

泊
３
日
）
②
５
月
17
日
㈯
〜
18
日
㈰

（
１
泊
２
日
）

対
象
＝
小
学
生
以
上
、
先
着
各
15
人

内
容
＝
子
ど
も
が
主
役
に
な
り
、
や

り
た
い
こ
と
を
す
る
キ
ャ
ン
プ

費
用
＝
①
は
１
万
３
０
０
円
②
は
５
，

１
５
０
円

用
意
す
る
物
＝
①
は
米
８
合
②
は
米

４
合

●
親
子
で
み
そ
作
り
体
験

日
時
＝
５
月
６
日
㈫
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

対
象
＝
幼
児
以
上
と
そ
の
保
護
者
、

先
着
20
人

費
用
＝
１
人
１
，０
３
０
円
の
ほ
か
、

み
そ
１
㌔
㌘
当
た
り
１
，
０
０
０
円

●
ゆ
こ
う
よ
森
へ「
日
帰
り
自
然
体
験
」

日
時
＝
５
月
11
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

対
象
＝
幼
児
以
上
と
そ
の
保
護
者
、

先
着
20
人

内
容
＝
ま
き
割
り
、
火
起
こ
し
、
野

外
炊
飯
、
テ
ン
ト
張
り
な
ど

費
用
＝
１
人
１
，
０
３
０
円

申
以
上
の
３
つ
は
住
所
・
親
子
氏
名
・

学
年
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

同
館
（
☎
０
２
７
―
２
８
５
―
６
１

５
１
）
へ
フ
ァ
ク
ス
（
０
２
７
―
２

８
９
―
０
１
７
３
）
で

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
金
曜

は
午
後
８
時
ま
で
）

□
朔
太
郎
忌
・
朔
太
郎
ル
ネ
サ
ン
ス

in
前
橋

日
時
＝
５
月
11
日
㈰
午
後
１
時
〜
５
時

会
場
＝
前
橋
テ
ル
サ

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
８
０
人

内
容
＝
川
上
未
映
子
さ
ん
が
「
萩
原

朔
太
郎
の
誘
惑
」
を
テ
ー
マ
に
、
吉

増
剛
造
さ
ん
が
「
朔
太
郎
を
見
る
・

朔
太
郎
を
聴
く
」
を
テ
ー
マ
に
文
芸

評
論
家
・
三
浦
雅
士
さ
ん
と
対
話
、

朔
太
郎
詩
の
朗
読
、
マ
ン
ド
リ
ン
演

奏
な
ど

つ
つ
じ
が
峰
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

粕
川
町
つ
つ
じ
が
峰
の
自
然
を
満

喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

き
の
こ
汁
の
配
布
も

あ
り
ま
す
。

日
時
＝
５
月
18
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

集
合
場
所
＝
お
お
さ

る
山
乃
家

前
橋
文
学
館☎

０
２
７
―
２
３
５
―
８
０
１
１

□
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
常
設
展

特
別
展
示　

娘
・
萩
原
葉
子
が
見
た

朔
太
郎
Ⅰ　

デ
ビ
ュ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

『
父
・
萩
原
朔
太
郎
』

日
時
＝
４
月
26
日
㈯
〜
５
月
11
日
㈰
、

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
金
曜
は

午
後
８
時
ま
で
）

内
容
＝
詩
人
・
萩
原
朔
太
郎
の
長
女

で
小
説
家
の
萩
原
葉
子
の
デ
ビ
ュ
ー

エ
ッ
セ
イ
『
父
・
萩
原
朔
太
郎
』
の

初
版
本
や
自
筆
原
稿
な
ど
を
展
示

費
用
＝
一
般
、
１
０
０
円

□
「
大
坂
・
冬
の
陣
攻
防
図
」
特
別

展
示

日
時
＝
４
月
29
日
㈫
〜
５
月
６
日
㈫
、

コラム長市 ようこそ市長室へ
スマートフォンまたは

タブレット端末でご覧ください

各地区の地域審議会を開催
　各地区で地域審議会を開催します。新市
建設計画事業・新市基本計画事業の進ちょ
く状況などについて説明。各地区とも先着
10人まで傍聴できます。各開催日当日の会
議開始30分前から10分前までに会場に直接
お越しください。
□宮城地区
日時＝５月２日㈮午前10時
会場＝宮城公民館
問宮城支所☎027-283-2131
□粕川地区
日時＝５月９日㈮午前10時
会場＝粕川支所
問支所☎027-285-4112
□大胡地区
日時＝５月12日㈪午前10時
会場＝大胡支所
問同支所☎027-283-0111
□富士見地区
日時＝５月23日㈮午前10時
会場＝富士見支所
問同支所☎027-288-2211

大胡・宮城・粕川・富士見

　初代群馬県令（知事）楫取素彦夫妻がNHK
大河ドラマ化されることは、前橋市にとって大
きな情報発信の機会になります。楫取男爵に大
沢たかおさん、妻の文さんには井上真央さんが
配役されました。来年にはNHKドラマ館等も
設置される運びです。　　　　　　　　　　　
　今後多くの市民の方々に、楫取が届けた吉田松
陰先生の「至誠」を知っていただくため、６月に
は「前橋学」の講座を開講します。また、臨江閣
を始めとする歴史遺産の活用を進めてまいります。
　来年１月の放送開始まで、短い準備期間ではあ
りますが、前橋を訪れる多くの皆さんに“おもて
なし”の心で歓迎できる体制づくりに努めます。
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